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研究成果の概要（和文）：選好パラメータについて，一卵性双生児間，二卵性双生児間それぞれ

に相関係数を求め，その相関係数の差異から選好パラメータの遺伝寄与度を推定している．そ

の結果，近い将来に対する時間選好率の相加的遺伝要因の寄与度は 24%であり，遠い将来に対
する時間選好率の相加的遺伝要因の寄与度は 23％であることがわかった．さらに，2 日先から 
9 日先にかけての時間選好率では，共通環境要因の寄与度が年齢とともに上昇することがわか

った．また，近い将来に対する時間選好率と遠い将来に対する時間選好率との間の相加的遺伝

要因の寄与度の違いを検定した結果，統計的に有意な差異は認められなかった． 
 
研究成果の概要（英文）：Using the classical twin approach, wherein correlations between 
monozygotic twins and those between dizygotic twins are compared; we explore to what 
extent genetic factors account for interpersonal variation in preference parameters. We find 
that substantial parts of the variations are explained by both genetic factors and common 
environmental factors: For immediate future choice, 24% of the variation can be accounted 
for by additive genetic factors and 26% by common environmental factors; for distant 
future choice, 23% and 22% of the variation can be accounted for by additive genetic factors 
and common environmental factors, respectively. 
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１．研究開始当初の背景 
着想の基礎となっているのは，選好の親子相
関の研究である．選好の親子相関に関する研
究の結果では，親子相関には遺伝的要因の他
に生まれてからの環境要因にも影響を受け
ている可能性があることが分かった． 

 しかし，親子調査データを用いた親子相関
の分析で，遺伝要因と環境要因のそれぞれの
寄与度を数量的かつ統計的に検証すること
には限界があった．そこで，双子に対するア
ンケート調査をおこなって，選好パラメター
の形成に，遺伝要因，共有環境要因，非共有
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環境要因の各要因がどの程度の寄与度を持
っているのかを推定することにした． 
 また，双子ペアに対してアンケート調査を
おこない，遺伝的要因の寄与度の推定をおこ
なってきた研究は，そのほとんどが飲酒・喫
煙行動などの生活習慣や，病気の発症などの
医学的な研究であった．本研究課題では、経
済学の標準的なフレームワークで用いられ
る選好パラメターについて，双子ペアを対象
にしたアンケートを実施した．   
 経済学の標準的なフレームワークで用い
られる選好パラメターの形成メカニズムを
遺伝学的な視点から分析した先行研究は世
界的にも少なく，日本では，研究開始当初に
は先行研究は存在していなかった． 
 また研究開始当初には，本研究課題の独創
性は 3点あった． 
 第 1は，先行研究の少なさであった．数少
ない先行研究の中で、本研究課題と関連のあ
る研究としてWallace et al. (2007)があった．
Wallace et al. (2007)では、最後通牒ゲームの
実験を双子ペアに対しておこない、ACEモデ
ルを用いて遺伝的要因の寄与度を分析して
いるが，時間選好率や危険回避度については，
一切分析をおこなっていない． 
 第 2は，大阪大学大学院医学系研究科保健
学専攻地域健康開発学教室の早川和生教授
の協力を得て，早川教授が定期的に実施され
ている双子ペアへのアンケート調査に，時間
選好率，危険回避度，利他性についての質問
項目を掲載した質問票を同封させて貰い，一
卵性および二卵性の双子ペアの選好パラメ
ターに関するデータを作成する点であった． 
 第 3は，遺伝的要因が選好パラメターの形
成過程に与える影響について，数量的かつ統
計的に分析することであった．経済学の標準
的なフレームワークでは，選好パラメターは
所与のものとして扱われることが多かった
が，本研究課題では，選好パラメターの形成
メカニズムに注目し，特に遺伝的要因の寄与
度を統計的に明らかにすることを目的とし
た． 
 
 
 
２．研究の目的 
１の背景に基づき，本研究では動学マクロ経
済理論や資産価格理論で重要な役割を果た
す時間割引率，危険回避度などの選好パラメ
ターの決定において，遺伝的要因および環境
要因がどの程度与しているのかを，双生児へ
のアンケート調査をもとに，一卵性双生児と
二卵性双生児の回答の相違を用いて統計的
に明らかにすることを目的とした． 
 さらに，代表的個人モデルをはじめとした
マクロ経済理論モデルで用いられる選好パ
ラメターについて，親から子への伝播という

かたちでの内生的な決定メカニズムの可能
性を議論することも目的とした． 
 
３．研究の方法 
大阪大学大学院医学系研究科・早川和生教授
が継続的に実施している，高齢者双子に対す
るアンケート調査に質問票を同封させて貰
い，双子ペアに対するアンケート調査を実施
し，一卵性および二卵性の双子ペアのそれぞ
れに，時間選好率，危険回避度，利他性に関
する質問項目に回答してもらった． 
 時間選好率の測定のために，以下の質問を
用意した． 
 
2 日後に 1万円をもらうか、9日後にいく
らもらうかのどちらかを選べるとします。
2日後に 1万円をもらうこと（Aで表しま
す）と、9日後に下記の表のそれぞれの行
に指定した金額を受け取ること（Bで表し
ます）を比較して、あなたが好む方を○
で囲んでください。8つの行それぞれにつ
いて、A、または、Bを○で囲んでくださ
い。 

 
選択肢 Bの回答欄には 9981 円から，10574 円
までの 8つの金額を記載し，それぞれの金額
で，2日後に受け取るか 9日後に受け取るか
の回答をしてもらった結果から 2日後から 9
日後にかけての時間選好率を測定した．同様
の質問を 90日後と 97日後の選択についても
おこない，90 日後から 97 日後にかけての時
間選好率の測定もおこなった．さらに，2日
後から 9日後にかけての時間選好率と 90 日
後から 97 日後にかけての時間選好率からソ
双曲割引の程度の測定もおこなった．さらに，
双曲割引の程度を測る質問項目として，夏休
みの宿題をいつ頃やることが多かったのか
という質問も用意した． 
 危険回避度の測定のために，以下の質問を
用意した． 
 
あなたの年金について、これから先の支
払方法が変更されることになったとしま
す。あなたにとって望ましい支払方法は
どちらですか。2つの支払方法を比較して、
あなたが望む方の支払方法を○で囲んで
ください。3つの行それぞれについて、A
または、Bを○で囲んでください。 

 
選択肢 Bの支払い方法は，3行とも「これか
らの年金収入が、現在の年金収入の 5%増しに
なることが確定している支払方法」であるの
に対し，選択肢 Aの支払い方法は（1行目）
「これからの年金収入が、半々の確率で現在
の年金収入の 2倍になるか 10%減になる支払
方法」，（2行目）「これからの年金収入が、半々
の確率で現在の年金収入の 2倍になるか 30%



 

 

減になる支払方法」，（3行目）「これからの年
金収入が、半々の確率で現在の年金収入の 2
倍になるか半分になる支払方法」とし，各行
についてどちらかの選択肢を回答してもら
った．得られた回答パターンから危険回避度
の測定をおこなった． 
 また，危険回避度は直面している状況によ
って程度が異なる可能性がある．異なる状況
のもとでの危険回避度を測定するために，普
段出掛ける際に，降水確率が何％を超えてい
れば傘を持って出掛けるか，という質問も用
意した． 
 利他性の測定のために，以下の質問を用意
した． 
 
あなたが 100 万円を拾ったところ、落と
し主が現れなかったので全額もらえるこ
とになったとします。あなたはその 100
万円をどうしますか。当てはまるものを 1
つ選び、番号に○をつけてください。 

 
回答の選択肢は次の 3つを用意した．1）全
額、自分や家族で使う，2）一部を慈善団体
に寄付する，3）全額慈善団体に寄付する．
また，選択肢 2）を回答した回答者には，寄
附する金額も回答してもらった．得られた回
答から利他性の度合いを測定した． 
 これらの質問から得られた時間選好率，危
険回避度，利他性の測定値を用いてクロスセ
クションデータを作成し，一卵性双生児の相
関係数と二卵性双生児の相関係数の差から，
遺伝的要因，共有環境要因，非共有環境要因
の寄与度について ACEモデルを用いて推定し
た． 
 ACE モデルとは，遺伝学の分野で遺伝要因
の寄与度を分析する際に標準的に用いられ
る推定モデルである．ACE モデルを用いると，
一卵性双生児の相関係数と二卵性双生児の
相関係数の差から，相加的遺伝要因，共有環
境要因，非共有環境要因の寄与度をそれぞれ
推定することができる． 
 推定には，マルコフ連鎖モンテカルロ法を
用いた．ACE モデルの推定をおこなっている
先行研究の多くは最尤法を用いた推定をお
こなっているが，本研究課題では得られた回
答数が少なかったために，マルコフ連鎖モン
テカルロ法を用いた．また，結果の頑健性を
確かめるために，ACE モデル以外にも，AE モ
デル（相加的遺伝要因と非共有環境要因のみ
で説明しようとするモデル），CE モデル（共
有環境要因と非共有環境要因のみで説明し
ようとするモデル），Eモデル（非共有環境要
因のみで説明しようとするモデル），ADE モデ
ル（優性遺伝要因，共有環境要因，非共有環
境要因で説明しようとするモデル）を用いた
推定もおこない，モデル間で当てはまりの良
さを比較した． 

 
４．研究成果 
時間選好率の遺伝要因の推定は完了した．近
い将来と遠い将来で時間選好率の値が異な
ることを考慮して，遺伝要因の推定は，2 日
先から 9 日先の時間選好率と，90 日先から
97 日先の時間選好率のそれぞれについてお
こなった． 
 その結果，2 日先から 9 日先にかけての
時間選好率では，ACE モデルがもっとも当て
はまりがよいことがわかり，相加的遺伝要因,
共有環境要因の寄与度はそれぞれ 24%，26%
であることかわかった． 90 日先から 97 日先
にかけての時間選好率では，ACE モデルがも
っとも当てはまりがよいことがわかり，相加
的遺伝要因,共有環境要因の寄与度はそれぞ
れ 23%，22%であることかわかった． 
 また，2 日先から 9 日先にかけての時間
選好率と 90日先から 97日先にかけての時間
選好率との間の相加的遺伝要因の寄与度の
違いを検定した結果，統計的に有意な差異は
認められなかった． 
 さらに，本研究では，各要因の寄与度の年
齢効果の推定もおこなった．その結果，2 日
先から 9 日先にかけての時間選好率では，
共通環境要因の寄与度が年齢とともに上昇
することを統計的に示すことができた． 
 危険回避度，利他性については，最尤法で
ACE モデルの推定をおこなったが，サンプル
数が少ないために，安定した結果を得ること
ができなかった．マルコフ連鎖モンテカルロ
法を用いて推定し直すことが今後の課題で
ある． 
 本研究では，調査対象となった双子ペアが
高齢者に偏っている点，十分な回答数を得る
ことができなかった点が課題となった．今後
の研究では，調査対象の年齢層を広め，さら
に十分な回答数を得ることが必要になると
思われる． 
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